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斜面崩壊による労働災害の防止対策
に関するガイドライン（案）について

厚生労働省労働基準局
安全衛生部安全課建設安全対策室

主任技術審査官　丹羽　啓達

はじめに
　土砂崩壊による労働災害の死亡者数は、
毎年10 ～ 20人前後で推移しています。そ
のうちの約半数が道路工事、砂防工事、急
傾斜地対策工事といった、斜面の切り取り
を伴う工事における斜面崩壊によるもので
す。これらの工事では、工事が完了すれば
安定な構造となるものの、その施工過程に
おいては、十分な安全対策が取られずに不
安定な斜面の下で作業が行われていること
があります。このような工事中に斜面崩壊
が発生した労働災害を見ると、地山や法面
の掘削中に被災する場合のみならず、掘削
後に切り取った斜面の近くで行う作業中に
被災する場合も見られます。特に中小規模
の切土掘削工事では、土・岩質区分などで
切土勾配が決定されることが多く、事前に
詳細な地質調査が十分に行われていないこ
とも多く、内部の地盤状態が把握されない
まま切土工事が行われ、斜面崩壊が発生し
て労働災害となる事例も見られます。ま
た、掘削中の斜面は、降雨、湧水などによ
り日々変化し、それらの変化が斜面崩壊に
つながって労働災害となる事例も見られます。
　このような斜面崩壊による労働災害を防
止するため、厚生労働省では、点検による
地山の状況の的確な把握と工事関係者によ
る情報の共有を図るため、「斜面崩壊によ
る労働災害の防止対策に関するガイドライ
ン」（以下「ガイドライン」といいます。）
を策定することとしています。（※６月６

日時点で通達は未発出。）
　ガイドラインの構成は、第１趣旨・目
的、第２適用対象、第３用語の定義、第４
発注者、施工者及び建設コンサルタント等
の協力等の必要性、第５発注者又は建設コ
ンサルタント等が実施することが望ましい
事項、第６施工者が実施することが望まし
い事項、第７行政及び関係団体の実施事
項、となっています。
　本稿では、ガイドラインの内容を紹介し
ます。

第１　ガイドラインの趣旨・目的
　第１ではガイドラインの趣旨・目的が示
されています。ガイドラインは、発注者、
調査・設計業務を行う者、施工者の３者が
協力し、労働安全衛生規則（昭和47年労働
省令第32号、以下「安衛則」といいます。）
第358条の点検により地山の状況を的確に
把握し、地山の状況やその変化に関する情
報を共有することにより、事前に詳細な地
質調査が十分に行われることなく作業が行
われることが多い「中小規模の地山の掘
削」に伴う斜面崩壊による労働災害を防止
することを目的に策定されています。

（点検）
第358条　事業者は、明り掘削の作業を行

なうときは、地山の崩壊又は土石の落下
による労働者の危険を防止するため、次
の措置を講じなければならない。
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　一　点検者を指名して、作業箇所及びそ
の周辺の地山について、その日の作業
を開始する前、大雨の後及び中震以上
の地震の後、浮石及びき裂の有無及び
状態並びに含水、湧水及び凍結の状態
の変化を点検させること。

　二　（略）

　安衛則第358条では、事業者（施工者）
に対して、点検者を指名して作業箇所及び
その周辺の地山を日々点検することを義務
付けています。ガイドラインでは、この点
検がより適切に実施できるよう、発注者、
施工者又は建設コンサルタント等が斜面崩
壊の危険性に関する情報を共有する方法、
発注者が中小規模の斜面掘削を伴う工事の
発注に当たって実施する事項、施工者が斜
面の状況の点検及びその結果に基づき講ず
べき事項、行政及び関係団体が実施する事
項を示しています。

第２　ガイドラインの適用対象
　第２ではガイドラインの適用対象が示さ
れています。適用する工事は中小規模の斜
面掘削を伴う工事で、具体的には切土部の
掘削高さが概ね1.5メートル以上10メート
ル以下の斜面の掘削となります。10メート
ル以下としたのは、労働災害事例のほとん
どがこの高さ以下で発生しているためで
す。工事の種類は特に示されていません
が、道路工事、砂防工事、急傾斜地対策工
事など、斜面掘削作業を伴う様々な工事が
対象となります。
　なお、切土部の高さが概ね10メートルを
超える大規模な斜面掘削を伴う工事にガイ
ドラインを適用しても差し支えありません
が、第１のガイドライン趣旨・目的にある
とおり、ガイドラインのターゲットは、事
前に詳細な地質調査が十分に行われること

なく作業が行われることが多い「中小規模
の地山の掘削」に伴う斜面崩壊による労働
災害の防止となっています。
　適用する作業は調査・設計業務を行う者
の作業と施工者の作業となります。調査・
設計業務を行う者の作業としては、地形・
地質調査（測量調査、ボーリング調査）、
斜面の設計などであり、施工者の作業とし
ては、手掘り又は機械掘りによる斜面の掘
削作業、擁壁工に伴う床掘り、型枠の組
立・解体、床均し、丁張り、ブロック積
み、コンクリート打設の作業やその施工管
理などとなります。

第３　用語の定義
　第３では用語の定義が示されています。
　労働安全衛生関係法令で規定されている
もののほか、⑴斜面等に関する定義、⑵調
査・設計業務及び工事関係者等に関する定
義、⑶点検表に関する定義を定めています。
　⑴斜面等に関する定義では、ガイドライ
ンの適用対象となる中小規模の斜面掘削作
業について定義しています。掘削方法は機
械掘削、手掘りのいずれの掘削方法も含む
ものとされていますが、土止め先行工法に
よる作業は、ハード対策が取られているこ
とから対象外としています。
　⑶点検表に関する定義では、発注者、調
査・設計業務を行う者（発注者が外注する
場合（建設コンサルタント）、外注しない
場合いずれも含みます。）及び施工者が地
山の状況やその変化に関する情報を共有化
するために使用する点検表が示されていま
す。点検表はガイドラインの中核をなし、
目視等による点検項目一覧表にしたもの
で、①設計・施工段階別点検表、②日常点
検表、③ 変状時点検表の３種類がありま
す。変状とは、斜面崩壊の前兆現象とし
て、斜面自体に亀裂、はらみ等が発生して
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いる状態をいいます。点検表の使用単位
は、地層が変化しているごととしています
が、斜面の幅が長く、１枚の点検表を斜面
全域に適用することが困難な場合には、幅
20メートル単位を目安として点検表を使用
するものとしています。
　３つの点検表の目的と点検時期は次のと
おりです。
　①設計・施工段階別点検表：安全に作業
ができる掘削勾配であるかどうかを確認す
るため、地形、地質状況等の斜面崩壊に関
する地盤リスクの有無を確認するために使
用するもので、点検時期は、㋐調査・設計
時、㋑施工計画時、㋒丁張設置時、㋓掘削
作業前時、㋔掘削作業終了時です。
　②日常点検表：斜面の崩壊の前兆である
斜面の変状を発見するために使用するもの
で、点検時期は、㋐毎日の作業開始前、㋑
作業終了時、㋒大雨時、㋓中震（震度４）
以上の地震の後などです。
　③変状時点検表：日常点検表で変状を見
つけた場合、変状の推移を観察し、確認す
るために使用するもので、変状の状況に応
じて、必要な頻度で点検を実施します。
　３つの点検表に加えて、変状の進行が確
認された場合に、斜面の変状、安全措置の
状況等を施工者から発注者に報告するため
に作成する異常時対応シートもあります。
これは、安全性検討関係者会議の開催要請
にも使用されます。

第４　発注者、施工者及び建設コンサルタ
ント等の協力等の必要性
　第４では、発注者、施工者及び建設コン
サルタント等の協力等の必要性が示されて
います。
　斜面掘削工事を安全に施工するために
は、リスクアセスメントを事前に適切に実
施することが必要で、そのために地山の状

況を的確に把握することが必要ですが、あ
らかじめ掘削箇所の全ての地質を把握する
ことは困難であり、実際に掘削して初めて
地山の状況が明らかになることもあります。
　このため、施工者は、点検表による点検
を行い、施工途中で新たな地盤リスクが判
明した場合には、その情報を異常時対応
シートにより速やかに発注者に報告し、発
注者、施工者等の関係者が情報を共有する
ことが必要です。その上で、安全性検討関
係者会議を開催して協議を行い、必要な対
策を適切に講じることが重要です。

第５　発注者又は建設コンサルタント等が
実施することが望ましい事項
　第５では、発注者又は建設コンサルタン
ト等が実施することが望ましい事項が示さ
れています。
　斜面崩壊による労働災害の発生状況をみ
ると、発注者が講ずべき措置に問題が認め
られたものとして、①的確な事前の地質調
査を実施しなかったもの、②安衛則に違反
する勾配での掘削を指示したものなどがあ
り、実施事項の実施に当たっては、特にこ
うしたことがないよう留意することが必要
です。
　⑴発注者が調査・設計業務を外注しない
場合の発注者の実施事項として、①的確な
事前調査及び点検の実施、②適切な詳細設
計の実施が示されています。
　⑵発注者が調査・設計業務を外注する場
合の発注者の実施事項として、発注図書

（仕様書等）に必要事項の明記し、点検や
設計を適切に実施させること、また、建設
コンサルタント等は、的確な事前調査及び
点検を実施し、適切な詳細設計を実施する
ことが示されています。
　また、⑶発注者が工事を発注する際や工
事実施時の実施事項として、①斜面補強費
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等を含む適切な施工費等の計上、②適切な
発注時期、工期の設定等、③点検表の施工
者への引き渡し、④施工者による点検表を
用いた点検の実施指導、⑤異常時対応シー
トが提出され、安全性検討関係者会議への
参加を要請された場合の会議への出席及び
ハード対策を含む労働災害防止対策の検討
などが示されています。

第６　施工者が実施することが望ましい事項
　第６では施工者が実施することが望まし
い事項が示されています。
　斜面崩壊による労働災害の発生状況をみ
ると、元方事業者や関係請負人が講ずべき
措置に問題が認められたものとしては、①
地山崩壊について認識が低かったために、
地山崩壊のおそれを見逃したもの、②地山
の点検を実施していなかった、又は実施し
ていたが不十分であったもの、③地質調査
が不十分であったもの、④地山の掘削作業
主任者が未選任又は不在であったもの、⑤
労働者に対する安全衛生教育が不十分で
あったもの、⑥作業計画及び事前評価に不
備があったものなどがあり、実施事項の実
施に当たっては、特にこうしたことがない
よう留意することが必要です。
　⑴元方事業者の実施事項として、①適切
な施工計画書の作成、②施工計画書の発注
者への提出、③施工計画書に基づく措置の
実施、④斜面の点検の確実な実施、確認、
点検結果に基づく措置等、⑤安全性検討関
係者会議の結果を受けた工事の変更、⑥統
括安全衛生管理体制の確立及び適切な統括
安全衛生管理の実施、⑦避難訓練の実施、
⑧関係請負人に対する技術上の指導等が示
されています。
　⑵関係請負人の実施事項として、①作業
計画の作成、②安全衛生管理体制の確立、
③斜面の点検、確認のための報告、点検結

果に基づく措置の実施等が示されています。
　⑶元方事業者及び関係請負人の実施事項
として、安全衛生教育の確実な実施、緊急
時の退避が示されています。

第７　行政及び関係団体の実施事項
　第７では行政及び関係団体の実施事項が
示されています。
　⑴行政の実施する事項として、ガイドラ
インに基づく措置の実施について、厚生労
働省は各発注官庁に協力を要請し、各都道
府県労働局は各都道府県、市町村等地方自
治体に対して協力を要請することとしてい
ます。また、各発注官庁、各都道府県、市
町村等地方自治体は、ガイドラインに基づ
く措置を実施するよう努めるものとしてい
ます。
　⑵総合工事業団体及び専門工事業団体の
実施する事項として、厚生労働省の要請を
受け、総合工事業団体、専門工事業団体及
び調査・設計関係団体は、ガイドラインに
基づく措置が適切に実施されるよう会員他
関係事業者に対して周知啓発に努めるもの
としています。
　⑶安全衛生教育実施団体等の実施する事
項として、安全衛生団体等は、会員他関係
事業者に対してガイドラインの周知啓発に
努めるとともに、施工者等の依頼に応じ
て、当該施工者等が点検者として指名する
者に対してあらかじめ必要な知識を付与す
るための教育を実施するものとしています。

おわりに
　以上、斜面崩壊による労働災害の防止対
策に関するガイドラインについて説明しま
したが、詳細については最寄りの労働基準
監督署や各都道府県労働局安全主務課にお
問い合わせいただきますようよろしくお願
いします。
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《構成》 
 第１ 趣旨・目的 
 第２ 適用対象 適用する工事及び作業 
 第３ 用語の定義 
 第４ 発注者、施工者及び建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等の協力等の必要性 

 第５ 発注者又は建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等が実施する事項 
 第６ 施工者が実施すべき事項 
 第７ 行政及び関係団体の実施する事項 
 
 

斜面崩壊による労働災害の防止対策に関するガイドラインについて 

 

 「３つの点検」を通じた関係者 
          による情報共有 

② 日常点検 

③ 変状時点検 

① 設計・施工段階別点検 

○ガイドラインの目的 
 発注者、調査・設計業務を行う者、施工者の３者協力により、地山の状況やその変化
に関する情報共有を推進し、労働安全衛生規則第３５８条に規定する調査等の確実な
実施を図ることにより、事前の地質調査等を詳細に行うことなく作業が行われることが
多い「小規模の地山の掘削」に伴う斜面崩壊による労働災害を防止する。 

発 注 者 

施 工 者 調査・設計業務を行う者 

参加 

参加 開催 

実施の発注条件 
  への追加 

に基づく 異常事態 
 の報告（異常時対
応シートを使用） 

 点検③ 
 点検① 

結果の提出 
 点検① 

結果の提供 
 点検① 

３
者
の
協
力
関
係
図
（イ
メ
ー
ジ
） 

安全性検討 
関係者会議 

関係者の 
協力による 
対策の検討 

･事前調査の適切な実施 
･設計時点検   の実施及び情報提供 
･施工時の安全に配慮した設計 
･安全経費の確保、適切な工期設定 等 

発
注
前 

･「安全性検討関係者会議」への参加 
(調査・設計業務を行う者にも参加要請) 
･上記会議での検討結果を踏まえた異常事
態への対処方策の検討 等 

施
工
時 

   ① 

・点検者に対する教育の実施 等 
 ※「点検者教育」は、建災防も安全教育要領に基づき実施予定 

・設計時点検   等の情報に基づく施工計画の作成 
・発注仕様書に基づく各種点検        の実施 
・変状時点検   を踏まえた発注者への異常の報告 
・「安全性検討関係者会議」の開催 等 

施
工
時 

発
注
前 

            
   

① 
① ② ③ 

③ 

･契約に基づく調査･設計時点検 
    の実施及び提出 等 

発
注
前 

･「安全性検討関係者会議」 
 への参加 等 

施
工
時 

      ① 

（注）調査・設計業務
を行う者は、外注の場
合は建設コンサルタン
ト等、発注者の内部
組織の場合は調査・
設計担当部署を指す。 

（注）発注者は、その組織内に調査・設計部署を
有する場合は、それ以外の関係部署を指す。 
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。
１
項

目
で

も
「

有
」
が

あ
れ

ば
安

全
性

の
検

討
を

行
い

、
安

全
な

切
土

こ
う

配
と

す
る

な
ど

、
施

工
の

安
全

性
を

確
保

し
て

か
ら

次
の

段
階

に
進

む
。

 

２
．
こ
の
点
検
表
は
主
に
切
土
部
の
掘
削
高
さ
が
概
ね
１
０
メ
ー
ト
ル

以
下

の
掘

削
作

業
に

用
い

る
。

 

 

 
工
事
箇
所
名
 

 

位 置

 

要
因
 

項
目
 

現
象

（
確

認
内

容
）

 
①

調
査

・
設

計
 

②
施

工
計

画
 

③
丁

張
 

掘
削

 

④
作

業
前

時
 

⑤
終

了
時

 

残 斜 面

 

地
形
 

地
す
べ
り
地
 

亀
裂

、
段

差
、
等
高
線
の
乱
れ
等
が
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

浮
石
・
転
石
 

不
安

定
な

状
況
に
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
 

新
鮮

な
崩

壊
が
認
め
ら
れ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

周
辺
状
況
 

植
生
 

周
辺

の
植

生
と
異
な
る
ま
た
は
竹
林
等
が
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

構
造
物
 

ク
ラ

ッ
ク

な
ど
の
変
状
が
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

切 土 部

 

地
質
等
 

(土
・
岩
質
)
 

崩
積
土
・
強
風
化
斜
面
 

不
均

一
で

軟
弱
な
土
質
で
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

砂
質
土
等
 

特
に

浸
食

に
弱
い
土
質
で
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

風
化
が
速
い
岩
 

表
層

か
ら

土
砂
化
す
る
岩
で
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

割
れ
目
の
多
い
岩
 

亀
裂

が
多

く
、
も
ろ
い
岩
で
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

構
造
 

流
れ
盤
 

流
れ

盤
亀

裂
で
簡
単
に
は
く
離
す
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

破
砕
帯
な
ど
 

す
べ

る
可

能
性
が
あ
る
弱
層
が
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

湧
水
 

地
下
水
 

常
時

・
多

量
の
湧
水
、
湧
水
に
濁
り
 が

あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

凍
結
 

凍
結
融
解
 

凍
結

・
融

解
が
著
し
く
起
こ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

災
害
記
録
 

斜
面
崩
壊
 

近
傍

工
事

箇
所
で
崩
壊
履
歴
が
あ
る
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
 無

 未
 

有
  
無

 
有

  
無

 

備
考
 

「
有
」
と
記
入
し
た
場
合
、
状
況
や
対
応
を
記
入
す
る
。
 

 
 

 
 

 

月
/
日
 

点
検
者
サ
イ
ン
 

 
 
/ 

 
 
 
/ 

 
 
 
/ 

 
 

 
/ 

 
 

 
/ 

 

施
工
の
安
全
性
の
確
保
が
で
き
て
い
る
 

 
 月

/日
 

確
認

者
サ

イ
ン

 
 
 
/ 

 
 
/ 

 
 
/ 

 
 

/ 
 

 
/ 

 
 

有
無

未
に

○
印

を
つ

け
る

：
 

有
＝

現
象

が
あ

る
 

／
 

無
＝

現
象

が
な

い
 

／
 

未
＝

未
確

認
（

確
認

で
き

な
い

）
 

＊
図
は
省
略
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日

常
点

検
表

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

工
事
名
 

 
点
検
箇
所
 

 
施
工
会
社
 

 

設
計

・
施
工
段
階
別
点
検
表
で

確
認

さ
れ

た
現

象
の

有
無

 
 

無
 

・
 

有
 

（
そ
の
現
象
＝
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 １
．

こ
の
日
常
点
検
表
は
、
斜

面
の

崩
壊

を
予

知
し

、
労

働
災

害
を

防
止
す
る
た
め
に
、
斜
面
の
変
状
を
い
ち
早
く
発
見
す
る
た
め
に
使
用
す
る
。
 

２
．

こ
の
日
常
点
検
表
は
、
斜

面
掘

削
工

事
、

切
土

部
で

の
擁

壁
工

事
な
ど
の
作
業
開
始
前
、
作
業
終
了
時
、
大
雨
時
、
中
震
以
上
の
地
震
の
後
な
ど
に
使
用
す
る
。
 

３
．

点
検
の
結
果
、
該
当
す
る

項
目

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
項

目
に

“
○
”
を
つ
け
、
該
当
し
な
い
場
合
は
“
レ
”
又
は
“
―

”
を
つ
け
る
。
 

４
．

点
検
の
結
果
、
い
ず
れ
か

の
項

目
に

“
○

”
印

が
つ

い
た

場
合

、「
変

状
時
点
検
表
」
を
用
い
て
変
状
の
推
移
を
確
認
し
、
必
要
な
対
応
を
行
う
。
（
⑩
、
⑪
を
除
く

。
）

 

 

点
検

月
日

 

（
Ａ
：
始
業
、
Ｂ
：
終

業
：

Ｃ
：

大
雨

、
Ｄ

：
中

震
、

Ｅ
：

ほ
か

）
 

／
 

／
 

／
 

／
 

／
 

／
 

／
 

／
 

／
 

備
考

 
（
 

 
）

（
 

 
）

（
 

 
）

（
 

 
）

（
 

 
）

（
 

 
）

（
 
 

）
 

（
 

 
）

 
（

 
 

）

点 検 項 目

 

①
 

切
土
勾
配
が
丁

張
り

と
合

わ
な

く
な

っ
た

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

②
 

切
土
部
な
ど
に

新
た

に
亀

裂
が

見
つ

か
っ

た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
 

切
土
部
や
底
面

な
ど

に
“

は
ら

み
”

が
見

つ
か

っ
た

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

④
 

切
土
部
の
底
面

な
ど

に
落

石
が

見
つ

か
っ

た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑤
 

切
土
部
な
ど
の

一
部

に
崩

壊
が

見
つ

か
っ

た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑥
 

切
土
部
に
地
下

水
（

湧
水

）
が

出
て

き
た

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑦
 

切
土
部
な
ど
に

浮
石

・
転

石
が

見
つ

か
っ

た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑧
 

周
辺
の
樹
木
の

傾
き

が
変

わ
っ

た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑨
 

周
辺
の
構
造
物

に
変

状
が

見
つ

か
っ

た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
下
記
の
⑩
、
⑪

項
目

の
点

検
の

結
果

、
○

が
付

い
た

場
合

は
直

ち
に
改
善
す
る
。（

改
善
に
よ
り
、
変
状
時
点
検
表
に
は
移
行
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
）
 

⑩
 

降
雨
時
に
斜
面

の
排

水
が

ス
ム

ー
ズ

で
な

い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑪
 

降
雨
時
の
法
面

保
護

対
策

（
シ

ー
ト

等
）

に
異

常
が

あ
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑫
 

「
設
計
・
施
工

段
階

別
点

検
表

」
の

う
ち

、
 

 
 

特
記
す
べ
き

現
象

が
見

つ
か

っ
た

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑬
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

備 考

 

変
状

場
所

、
変

状
時

刻
、

 

変
状

状
況

、
改

善
状

況
な

ど
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

点
検

者
サ

イ
ン

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

確
認

者
サ

イ
ン
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変
状

時
点

検
表

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

１
．

こ
の

点
検

表
は

、
日

常
点

検
で

見
つ

か
っ

た
土

砂
崩

壊
の

前
兆

現
象

の
進

行
状

況
を

変
状

項
目

・
箇

所
ご

と
に

点
検

し
、

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

あ
る

。
（

な
お

、
設

計
・

施
工

段
階

別
点

検
表

で
確

認
さ

れ
た

亀
裂

な
ど

も
同

様
と

す
る

。）
 

２
．
日

常
点

検
表

に
お

い
て

変
状

が
発

見
さ

れ
た

場
合

は
、
こ

の
点

検
表

の
点

検
実

施
欄

の
該

当
項

目
に

○
印

を
つ

け
、
変

状
箇

所
欄

に
該

当
箇

所
（

詳
細

な
位

置
、
必

要
に

応
じ

て
図

示
）
を

明
記

の
上

、
点

検
す

る
。
点

検
頻

度
は

日
常

点
検

よ
り

も
多

く
行

う
。

な
お

、
変

状
項

目
・

箇
所

以
外

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
日

常
点

検
表

を
用

い
て

行
う

。
 

３
．

亀
裂

な
ど

の
変

状
の

進
行

状
況

は
、

下
記

点
検

表
の

「
現

象
」

や
項

目
ご

と
の

「
解

説
」
「

現
象

・
判

断
基

準
」

に
合

致
し

て
い

る
か

ど
う

か
で

判
定

し
、

該
当

す
る

項
目

の
有

か
無

に
○

印
を

つ
け

る
。

 

４
．

変
状

な
ど

の
進

行
が

確
認

（
有

に
○

印
が

つ
い

た
状

態
）

さ
れ

た
場

合
は

、
一

時
作

業
を

中
断

し
た

上
で

、
措

置
項

目
の

安
全

措
置

を
施

し
、

該
当

す
る

措
置

項
目

に
○

印
を

つ
け

る
。

 

５
．

変
状

な
ど

の
進

行
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
発

注
者

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

異
常

時
対

応
シ

ー
ト

を
作

成
し

、
シ

ー
ト

に
従

い
必

要
な

対
応

を
行

う
。

 
 

工
事

名
 

 
変

状
箇

所
 

 
施

工
会

社
 

 

 位
置

 
点

検
実

施
 

（
○

を
つ

け
る

）
 

項
目

 
現

象
 

月
日

 
／

 
／

 
／

 
／

 
／

 
／

 
／

 
／

 
／

 
／

 

点
検

時
期

ま
た

は
時

刻
 

（
 

 
）

（
 

 
）

（
 

 
）

（
 

 
）

（
 

 
）

（
 

 
）

 
（

 
 

）
 
（

 
 

）
 
（

 
 

）
（

 
 

）

切 土 部

 

 
①

切
土

こ
う

配
 

丁
張

り
と

合
致

し
て

い
な

い
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

 
②

亀
裂

 
進

展
し

て
い

る
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

 
③

は
ら

み
 

進
展

し
て

い
る

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 

 
④

落
石

 
小

石
程

度
が

連
続

し
て

起
き

て
い

る
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

 
⑤

崩
壊

 
肌

落
ち

等
が

連
続

し
て

起
き

て
い

る
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

 
⑥

湧
水

 
量

に
変

化
が

起
き

て
い

る
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

 
濁

り
が

発
生

し
て

い
る

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 

 
⑦

浮
石

・
転

石
 

変
状

が
見

ら
れ

る
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

残 斜 面 及 び 周 辺

 

 
②

亀
裂

 
進

展
し

て
い

る
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

 
③

は
ら

み
 

進
展

し
て

い
る

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 

 
④

落
石

・
⑤

崩
壊

 
増

加
、

拡
大

し
て

い
る

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 

 
⑦

浮
石

・
転

石
 

変
状

が
見

ら
れ

る
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

 
⑧

樹
木

 
樹

木
の

傾
斜

な
ど

に
変

化
が

あ
る

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 

 
⑨

構
造

物
 

変
状

が
進

ん
で

い
る

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 

ほ
か

 
 

⑫
特

記
す

べ
き

現
象

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

有
 

無
 

 
⑬

そ
の

他
（

内
容

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 
有

 
無

 

 

（ 複 数 可 ）

 

措 置 項 目

 

（
１

）
引

き
続

き
変

状
を

観
察

す
る

（
措

置
な

し
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
２

）
変

状
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
３

）
監

視
員

を
配

置
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
４

）
変

状
の

あ
る

付
近

を
立

入
禁

止
に

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
５

）
変

状
の

あ
る

付
近

で
の

作
業

を
中

断
し

、
退

避
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
６

）
異

常
時

対
応

シ
ー

ト
に

記
載

し
て

報
告

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

点
検

者
サ

イ
ン

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

確
認

者
サ

イ
ン
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異 常 時 対 応 シ ー ト                   
 

（第   報） 

 

平成   年   月   日  ＡＭ／ＰＭ   時   分 

 

工事名 

（業務名） 
 

請負者 

（受注者） 

 

送付先 
氏名  職種  

連絡先  

連絡者 
氏名  職種  

連絡先  

異常確認日時 平成   年   月   日（   ）    時    分 

異常確認箇所  

異常確認時の 

作業内容 

 

進行した 

変状の種類 

切土部 
□①切土こう配  □②亀裂  □③はらみ  □④落石 

□⑤崩壊     □⑥湧水  □⑦浮石・転石 

残斜面及び周辺 
□②亀裂  □③はらみ  □④落石・□⑤崩壊  □⑦浮石・転石 

□⑧樹木  □⑨構造物 

ほか 
□⑫特記すべき現象 

□⑬その他（                                ） 

変状状況 別紙に添付 
□現場写真   □位置図  □平面図   □横断図 

□その他（                                 ） 

現在の 

措置状況 

（応急措置） 

措置判断者 

（確認者名） 

 

 

□引き続き変状を観察する（措置なし）     □変状のモニタリングを実施する 

□監視員を配置する              □変状のある付近を立入禁止にする 

□変状のある付近での作業を中断し、退避する  □その他（                ） 

※現時点で不明な点については「不明」と記入 

対応指示・ 

   結果報告 

今後の対応に関する

指示事項 

 

対応結果報告  

対応内容  

緊急連絡先 

□発注者  ＴＥＬ  

□施工者（本社）  ＴＥＬ  

□施工者（現場）  ＴＥＬ  

□専門工事業者  ＴＥＬ  

□調査・設計者  ＴＥＬ  

 


